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  平成３１年３月１８日 
 

登録有形文化財（建造物）の登録について 
 

 
 
 
１．答申が行われた登録有形文化財（建造物）の概要 

 新規登録 累  計 

登 録 数 
１５３件 

２５都道府県４３市町村(区) 

１２，２８１件 

４７都道府県９３８市町村(区) 

 

○時 代 別 

 江戸以前 明 治 大 正 昭 和 計 

新規登録 ２５ ４２ ２９ ５７ １５３ 

累  計 ２，１７９ ３，９１５ ２，５２３ ３，６６４ １２，２８１ 

 

○種   別 

 

産 業 

交通 
官公 

庁舎 
学校 

生活 

関連 

文化 

福祉 
住宅 宗教 

治山 

治水 
他 計 

1 次 2 次 3 次 

新 規 0 15 16 7 2 2 0 12 44 54 0 1 153 

累 計 114 1,234 1,545 503 222 376 335 370 5,541 1,756 205 80 12,281 

 

 建 築 物 土木構造物 その他の工作物 計 

新規登録 １２８ ２   ２３ １５３ 

累  計 ９，６８４ ６３７ １，９６０ １２，２８１ 

 

 

  

文化審議会（会長 佐藤
さ と う

 信
まこと

）は，平成３１年３月１８日（月）開催の

同審議会文化財分科会の審議・議決を経て，新たに１５３件の建造物を登

録するよう文部科学大臣に答申を行いました。以下は登録有形文化財（建

造物）の概要と主な事例，一覧表です。 

この結果，官報告示を経て，登録有形文化財（建造物）は，１２，２８

１件となる予定です。 
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２．主な事例 

 

① 昭和初期の気風を伝える和風表現の近代ビルディング 

旧九段会館
きゅうくだんかいかん

     東京都千代田区
ち よ だ く

 

 内堀
うちぼり

通りに面して建つ複合集会施設。昭和

御大礼
ごたいれい

記念事業の一環として，昭和９年に完

成した。鉄骨鉄筋コンクリート造
ぞう

４階建の

両端部
りょうたんぶ

に城郭風の重厚な塔屋
と う や

を 戴
いただ

く，いわゆ

る帝冠
ていかん

様式
ようしき

の威風堂々
いふうどうどう

とした外観が特徴で，

要所の装飾には当時流行の軽妙
けいみょう

洒脱
しゃだつ

なアー

ル・デコの手法を取り入れる。九段下
くだんした

の街路

景観の象徴的存在である。 

 

②  明治開業以来の姿をとどめる現役の鉄道駅施設 

えちごトキめき鉄道二本木
に ほ ん ぎ

駅スイッチバック線雪
ゆき

囲
がこ

いなど７件 新潟県上越
じょうえつ

市
し

 

市南西部の山あいにある旅客
りょかく

駅
えき

施設。戦前

に建設された旧信越
しんえつ

本線
ほんせん

の駅舎やホーム上屋
う わ や

，

地下通路など施設一式が残り，スイッチバッ

ク式の駅構造は県内で現存唯一である。スイ

ッチバック線の線路上には古
こ

レールの骨格に

短冊状
たんざくじょう

に縦板
たていた

を張った全長112メートルに及

ぶ長大な雪囲いを設置し，豪雪地帯に特化し

た独特な鉄道駅の景観を形成している。 

 

③県内最大規模を誇る木造仏殿
ぶつでん

を擁
よう

する大寺院
だいじいん

 

方広寺
ほうこうじ

本堂
ほんどう

など２２件      静岡県浜松市
はままつし

 

市街北方の山中にある臨済宗
りんざいしゅう

方広寺派の

大本山
だいほんざん

。大正４年建立
こんりゅう

の本堂は，舞台状に張

り出す高欄
こうらん

付きの縁側
えんがわ

や入母
い り も

屋
や

造り桟
さん

瓦
がわら

葺

きの大屋根
お お や ね

や三重
さんじゅう

の梁
はり

をもつ妻
つま

飾
かざ

りなど大

本山の威容
い よ う

を存分に示す。本堂の周辺には大
だい

庫裡
く り

や開
かい

山堂
さんどう

などの堂宇
ど う う

が建ち並び，壮大な

景観を形成する。境内には三 重 塔
さんじゅうのとう

や山門
さんもん

な

どが適所に配置され，近代的な整備が図られ

た寺院の様相
ようそう

を伝えている。 

 

 

提供：えちごトキめき鉄道株式会社 
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④ たろぼうさんの名で親しまれる勝運祈願の天空
てんくう

の宮
みや

 

太郎坊宮
たろうぼうぐう

阿賀
あ が

神社
じんじゃ

本
ほん

殿
でん

など１５件   滋賀県東
ひがし

近江市
お う み し

 

 市街西方の赤神山
あかがみやま

にある磐境
いわさか

信仰で知られ

る神社。岩峰
いわみね

の僅
わず

かな平地に建つ入母
い り も

屋
や

造り，

一間
いっけん

社
しゃ

の本殿は，要所に霊獣
れいじゅう

や植物の彫刻を

備えるが華美に過ぎず，丁寧
ていねい

なつくりの近世

社殿である。本殿周辺は岩壁
がんぺき

に張り出した

舞台
ぶ た い

や拝殿
はいでん

，神楽
か ぐ ら

殿
でん

が独特な社頭
しゃとう

景観を形成

する。また， 急 峻
きゅうしゅん

な参道石段沿いには絵馬
え ま

殿
でん

や長楽
ちょうらく

殿
でん

，永安
えいあん

殿
でん

など大型の社殿が建ち並

び，近代に発展した境内の様相
ようそう

を伝えている。 

 

⑤重要文化財の松山城天守を取り巻く城郭建築群 

松山城
まつやまじょう

小天守
こてんしゅ

など９件  愛媛県松山市
まつやまし

 

 松山城は 21 棟の重要文化財を擁する近世

平山
ひらやま

城
じろ

で，登録物件は昭和８年に焼失した連
れん

立
りつ

式
しき

天守
てんしゅ

の小天守や隅
すみ

櫓
やぐら

，多門
た も ん

櫓
やぐら

，門
もん

など

を昭和 42 年に伝統木造により再建したもの

である。天守の周りに建物をロ
ろ

の字形
じ が た

に配置

する近世城郭中枢部の堅固
け ん ご

な構えを今に伝え

るとともに，市中心部にそびえ立つ城山
しろやま

山頂

に荘重
そうちょう

な景観を形成している。  

 

⑥ヴォーリズ設計による質実
しつじつ

剛健
ごうけん

なつくりの教会堂 

日本
に ほ ん

福音
ふくいん

ルーテル久留米
く る め

教会
きょうかい

礼拝堂
れいはいどう

   福岡県久留米市
く る め し

 

市中心部に建つプロテスタント教会。ウィ

リアム・メレル・ヴォーリズの設計により，

大正７年に完成した。煉瓦造
れんがぞう

，東西棟
とうざいむね

の切妻
きりづま

造りで，東北隅の鐘楼
しょうろう

北面に玄関を設ける。

外壁は煉瓦積みを 現
あらわ

し，内部はシザーズ・ト

ラスを用いて柱のない開放的な空間とする。

全体に簡明
かんめい

で装飾は少ないが，合理的な平面

構成や丁寧な仕上げにヴォーリズ初期の設計

活動の特徴をよく示す。 

 

 

提供：東近江市教育委員会 


